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1.1。最⼩システム要件

1.はじめに

1.2。基本コンセプト

1.3。サーバーモード

TCモニターは、さまざまな場所（サイト）に設置されているコントローラーからデータを収集して表⽰できます。収集されたデータは
FirebirdSQLデータベースに保存され、CSV形式で表⽰またはエクスポートしてさらに分析することができます。

•RAM：2��GB（4��GBを推奨）。

オペレーティングシステム：Windows7以降。

監視対象のデバイスは、サーバーモードまたはクライアントモードで動作できます。

TCモニターは、イーサネット（TCW）およびGSM�/��GPRS（TCG）コントローラーを監視および制御するためのソフトウェアです。

空きディスク容量：1��GB;

•

TCモニターに必要なもの：

HTTPプロトコルは、リモートデバイスとTCモニターソフトウェア間のデータ送信に使⽤されます。

TC��Monitorには、簡単で⾼速な構成を可能にするシンプルなWebインターフェイスがあります。監視されるパラメータは、センサー、デ
ジタルおよびアナログ⼊⼒、リレー出⼒です。

インターネット接続。

TC��Monitorの無料バージョンは10個のアイテムを提供します。これは、最⼤10個の異なるパラメーターを監視およびログに記録できること
を意味します。

サポートされているデバイスは、TCW122B-CM、TCW181B-CM、TCW241、TCW220、TCW210-TH、TCG120、および

•

このモードでは、TCWデバイスはサーバーとして機能し、TCモニターはクライアントとして機能します。��TC��Monitorは、HTTPGET
要求をコントローラーに定期的に送信することによって通信を開始します。コントローラはXMLデータを送信して応答します。

TCG140。

•

次の図は、同じLANでの動作を⽰しています。
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このモードでは、監視対象デバイスはクライアントとして機能し、TCモニターはサーバーとして機能します。

TCW122B-CM、TCW181B-CM、TCW220、TCW241、およびTCW210-THコントローラーは、サーバーモード操作をサポートします。

各HTTPPOSTリクエストには、ソフトウェアによって処理されるXMLデータが含まれています。��TCモニターはHTTP応答メッセージで応答します。

次の図は、さまざまなLANでの動作を⽰しています。この場合、リモートロケーションにはパブリックIPアドレスと適切なポート転送が必要です。適切な

設定の簡単なテストは、コントローラーのユーザーインターフェイスへのアクセスです。

コントローラは、定期的にHTTPPOSTリクエストをTCMonitorに送信することで通信を開始します。

応答メッセージは、確認だけでなく、コントローラにコマンドを送信するためにも使⽤できます。��TC��MonitorサイトのIPアドレス（ドメイン）は、

Teracomコントローラーで設定する必要があります。コントローラが別のLANにインストールされている場合、TCMonitorのサイトにはパブリックIP

アドレスが必要です。このようなアプリケーションを以下に⽰します。

TCG120、TCG140、TCW220、TCW241、およびTCW210-THコントローラは、クライアントモードの動作をサポートします。クライアントモードの

TeracomコントローラーとTCモニター間の⼀般的な通信セッションを付録Aに⽰します。

1.4。ファッションのお客様
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https://www.teracomsystems.com/software/remote-monitoring-software-tc-monitor/。

2.インストールとセットアップ
2.1。��TCモニターのインストール

現れる：

インストールを続⾏するには、使⽤許諾契約に同意し、[次へ]をクリックする必要があります

TCMonitorインストールパッケージはからダウンロードできます

インストールプロセスを以下に説明します。インストールを開始すると、次のウィンドウが表⽰されます

「次へ」ボタンをクリックすると、次のウィンドウが表⽰されます。

ボタン。
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「インストール」をクリックして、インストールプロセスを開始します。

インストールパッケージは、FirebirdSQLServerをコンピューターにインストールします。空のデータベースが作成されます。以前のインストールのデータベースでTCMonitor

を使⽤する場合は、[空のデータベースを作成する]チェックボックスをオフにすることができます。

Setupがデータベースをインストールするフォルダを選択し、「次へ」をクリックします。
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インストールには約2〜3分かかります。

インストールが完了したら、TCMonitorControlアプリケーションを実⾏できます。以下

プログラムのセットアップを開始するには、[設定]->[サービス設定]に移動します。次のウィンドウが表⽰されます。

ウィンドウが表⽰されます：

1.1。プログラムの設定
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-スーパーユーザー‒これはデフォルトデータベースのデフォルトユーザーです（電⼦メール：��su@example.com、パスワード：

qwerty）。

[サービス設定]ウィンドウでは、次の設定を⾏うことができます。

以前の古いバージョンのTCモニターのインストールでは、変換が必要になる場合があります。次のメッセージが表⽰されます。

デフォルト値で。

確認後、データベース変換を開始します。データベースのサイズにもよりますが、これには数分かかります。プロセスが完了したら、セット
アップを続⾏できます。

デフォルトのデータベースファイル名はTCMON.FDBです。ファイルを選択し、[開く]をクリックします。データベースとの接続が成功した
ことの確認を受け取ります。選択したデータベースが

-通信ポート‒コントローラーがクライアントモードの場合、HTTPSおよびHTTPポートが使⽤されます。��WEBインターフェイスポ

ートは、ユーザーインターフェイスのポートです。これらのポートはすべて残すことができます

[アドレス]、[ユーザー名]、および[パスワード]フィールドはデフォルトのままにして、データベースファイルを選択します。

-ライセンスサーバーアドレス‒この設定はデフォルトのままにしておく必要があります。
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アイテムは、データベースで制御および記録できるパラメーターです‒リレー出⼒、アナログ

ファイルのエクスポート-プログラムファイルがエクスポートされる場所。

ライセンス⼿順は、両⽅のライセンスタイプで類似しています。��TC��Monitor��Controlアプリケーションを開き、

ソフトウェアは同じ機能を持っています。唯⼀の違いは、サポートされているアイテムの数です。
TC��Monitorソフトウェアには、無料と商⽤の2種類のライセンスがあります。両⽅のライセンスタイプで、

データベースファイルは、前の⼿順ですでに選択されています。

-データベース設定‒アドレス、ユーザー名、およびパスワードのパラメーターはデフォルトのままである可能性があります。

1つ以上のコントローラーからのものです。

「設定->ライセンス管理」に移動します。

ユーザーインターフェイスに。

⼊⼒、デジタル⼊⼒およびセンサー。無料ライセンスは、これらのアイテムに関係なく、最⼤10個のアイテムをサポートします

-

「ライセンスキーのリクエスト」ボタンをクリックします。次のウィンドウが表⽰されます。

重要！不正アクセスを防ぐために、パスワードを変更することを強くお勧めします

2.2。ライセンス管理
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無料ライセンスが選択された場合、ライセンスキーは数時間以内に提供された電⼦メールに送信されます。商⽤ライセンスのライセンスキーは、⽀払いが

完了すると送信されます。

-ライセンスタイプ‒優先ライセンスタイプを選択します。��「次へ」ボタンをクリックします。確認メッセージが表⽰されます。

個⼈使⽤の場合は、会社名の代わりに「private」と⼊⼒してください。

-電⼦メール：��-有効な電⼦メールを指定する必要があります。

ライセンス情報は、TCMonitorControlウィンドウに表⽰されます。ライセンスステータスが「無効」から「有効」に変わります。これで、TCモニターを使

⽤する準備が整いました。

-名前‒このフィールドには、[名前]、[会社]の形式を使⽤してください。ライセンスが

TCモニターのライセンスプロセスを完了するには、ライセンスマネージャーに移動し、[ライセンスキーの⼊⼒]ボタンをクリックします。ライセンスキーを

⼊⼒し、「次へ」ボタンをクリックします。確認メッセージが届きます。

次のフィールドに⼊⼒する必要があります。
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3.1.1。ユーザー->管理

3.ユーザーインターフェイス

3.1。ユーザー

-電話‒オプション。

-パスワード-プログラムへのログインに使⽤されます。

最初のステップは、新しいユーザーアカウントを作成することです。��「登録」ボタンをクリックして、ユーザー登録フォームを開き
ます。次の情報を⼊⼒する必要があります。

プログラムがインストールされると、TCモニターでの作業を開始できます。コンピュータの電源を⼊れるたびに、サービスが⾃動的に開始
されます。ユーザーインターフェイスにアクセスするには、Webブラウザーを開き、��http：//��localhost：8181/にアクセスします。��
「localhost」の代わりに、IPアドレスを⼊⼒できます（例：��http：//192.168.32.44：8181）。ログインページが表⽰されます。

以下のスクリーンショットは、TCモニターのユーザーインターフェイスを⽰しています。⽔平ナビゲーションメニュー、メインデータウィンド
ウ、およびモジュール（サーバー監視、最新アラート、コントローラーステータス、およびユーザーアクティビティ）を含む右側の列がありま
す。右の列のモジュールは、右上隅の「ホームページレイアウト」アイコンから⾮表⽰にできます。

-ユーザー名‒TCMonitorでの識別に使⽤されます。

-ユーザーグループ‒2つのユーザーグループがあります。��「管理者」グループのユーザーは、すべてのデータに完全にアクセスできます。
グループ「Users」のユーザーは、データへのアクセスが制限されています。

この時点で、データベースにはスーパーユーザーの1⼈のユーザーしかいません。このユーザーのデフォルトのログインデータは、電⼦メー
ル：su@example.com、パスワード：qwertyです。上記のように、不正アクセスを防ぐためにパスワードを変更することを強くお勧めしま
す。

-名前‒オプション。

-電⼦メール‒プログラムへのログインに使⽤されます。

TCモニターR2.2‒2019年7⽉ 9ページ

Machine Translated by Google

http://localhost:8181/
http://192.168.32.44:8181/


TCモニターR2.2‒2019年7⽉ 10ページ

-場所‒この情報はコントローラーからコピーされます。後でユーザーが変更できます。

-コントローラーモデル;

このページには、ユーザーが実⾏したすべてのアクションのリストが表⽰されます。このようなアクションには、ログイン、ログアウト、
新しいデバイスの追加、リレー状態の変更、ダッシュボードの作成/名前変更/削除、ダッシュボードグループの作成/名前変更/削除、
アイテムの名前変更などがあります。

-ファームウェアバージョン;

-最後の接続‒コントローラーとの最後の正常な通信の時刻を⽰します。

-ホスト名;

-ネットワークステータス‒コントローラーのステータスを表⽰します‒オンラインまたはオフライン。

このページには、システムに追加されたすべてのコントローラーが表⽰されます。次の情報が表⽰されます。

-タイプ‒コントローラーの動作モード‒サーバーまたはクライアント。

重要！新しいユーザーがプログラムに初めてログオンするときは、パスワードを確認または変更する必要があります。

-名前‒��TCモニターでの識別に使⽤され、後で管理者が変更できます。

3.1.2。ユーザー->ユーザーアクティビティ

3.2。デバイス

3.2.1。コントローラー
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3.2.1.1。サーバーモードのコントローラー

-認証情報‒この情報は、コントローラーのHTTP�/XMLAPI認証が有効になっている場合にのみ必要です。

新しいコントローラーを追加するには、画⾯の左上隅にある[新しいコントローラーの追加]ボタンをクリックします。新しい
デバイスがサーバーモードで動作する場合は、次の情報を⼊⼒する必要があります。

-接続時間（秒）‒これは、TCモニターとコントローラー間の2つの連続した通信間の期間です。サーバーモードの最短間
隔は60秒です。

-データの更新‒「はい」を選択すると、コントローラーからのすべてのアイテムの説明が、次回の接続時にアイテム名と
してデータベースに保存されます。これらの説明（アイテム名）は、管理者ユーザーが後で変更できます。

デバイスパラメータを保存する前に、TCモニターとコントローラー間の接続をテストすることをお勧めします。すべての接
続情報が正しく設定されている場合、通信が成功したことを⽰す確認メッセージが表⽰されます。

-デバイス設定‒��IPアドレスとHTTPポート（デフォルトでは80）。

-デバイスタイプ‒サーバー;

-名前‒��TCモニターでの識別に使⽤され、後で管理者が変更できます。
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3.2.1.2。クライアントモードのコントローラー

次の図は、異なるLANにインストールされ、クライアントモードで動作するTCW241コントローラの設定例を⽰していま
す。

重要！選択したポートで通信できるように、TCMonitorサーバーのファイアウォールが適切に構成されているかどうか
を確認する必要があります。

TCモニターの主な機能の1つは、クライアントモードで動作するコントローラーと通信することです。このモードでは、コ
ントローラーは定期的にHTTPPostをTCMonitorサーバーに送信します。ソフトウェアはデータの受信を確認し、コマン
ドを送り返します（HTTPセッションを閉じる、リレー状態を変更する、設定を変更するなど）。TCモニターとTeracom
コントローラー間の⼀般的なHTTPセッションを付録Aに⽰します。

上記の例では、TCW241コントローラーは定期的にHTTPPostをIPアドレスhttp://77.82.132.112に送信します（パブ
リックIPアドレス）、ポート180。ポート180はhttp://192.168.32.123に転送されます。��（TC��MonitorサーバーのIPア
ドレス）、ポート8267（ソフトウェアの通信⽤のデフォルトポート）。

クライアントモードでコントローラを追加するには、「デバイスタイプ」を「クライアント」に設定する必要があります。��HTTPPostリクエス

トがTCMonitorによって正しく受信されると、クライアントモードのコントローラーのリストが[検索]フィールドに表⽰されます。リストには、

コントローラーモデル+クライアントキーが含まれています。クライアントコントローラを選択すると、「コントローラID」と「クライアントキ

ー」のフィールドが⾃動的に⼊⼒されます。
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3.2.4。アクションログ

3.2.2。アイテム

3.2.3。コマンド

アイテムは、データベースに記録できるパラメーターです。リレー出⼒、アナログ⼊⼒、デジタル⼊⼒、センサーからの測定値です。アイテムページに

は、追加されたコントローラーのすべてのアイテムのリストが表⽰されます。リストは、ステータス（アクティブ/無効）、タイプ（センサー/アナログ

⼊⼒/デジタル⼊⼒/リレー）、およびコントローラーでフィルター処理できます。名前でアイテムを検索することもできます。データベースへのアイ

テムのログ記録を開始するには、最初にアイテムをアクティブ化する必要があります。アイテムを選択して、[アクティブ化]ボタンをクリックします。

アイテム名を編集するには、アイテムを選択して「編集」ボタンをクリックします。

-アラーム状態のアイテムを変更します。

-登録⽇-コマンド登録の⽇時。��-完了⽇-コマンドの実⾏⽇時。サーバーモードのコントローラ

ーの場合、コマンドは通常、数秒で実⾏されます。クライアントモードのコントローラの場合、コマンドは、コントローラからTCモニタへの次のHTTP
セッションが確⽴されたときに送信されます。

-コントローラーのステータスを変更します。

-コントローラー名;��-ステータ

ス‒成功/保留/失敗;��-タイプ‒可能なコマンドは次のと

おりです。リレーのオン/オフの切り替えとプッシュ期間の変更（クライアントモードのコントローラーのみ）。��-試⾏‒コントローラーに到達でき
ない場合、TCモニターはコマンドを最⼤5回送信しようとします。これらの5回の試⾏中にコマンドを実⾏できない場合、コマンドはキャンセ

ルされます。

-コマンドステータスを変更します。

このページには、ソフトウェアからコントローラーに送信されるコマンドのリストが表⽰されます。次の情報が表⽰されます。

このページには、ログに記録された次のアクションのリストが表⽰されます。
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3.3。ダッシュボード

3.3.1。グラフィックダッシュボード

-ダッシュボード‒グラフィック;

-��名前;

-リアルタイム‒「はい」に設定されている場合、ダッシュボードには選択したアイテムの最新の値（最⼤100個の値）が表⽰されま
す。グラフィックは⾃動的に更新されます。リアルタイムが無効になっている場合、グラフィックは1⽇から1年までのより⻑い
期間を表⽰できます。

-グラフィックサイズ‒このパラメーターは、監視ページに表⽰されるグラフィックの幅を定義します。以下は、⼤、中、⼩サイズのダッ
シュボードの3つの例です。

-インデックス‒このインデックスは、ダッシュボードリストを整理するためにのみ使⽤されます。

次の情報を⼊⼒する必要があります。

グラフィックダッシュボードは、ログに記録されたデータをグラフィック形式で表⽰するために使⽤されます。最⼤2つの異なる⼨法の
最⼤4つのアイテムを1つのグラフィックに表⽰できます。グラフィックダッシュボードを作成するには、「新しいダッシュボードの追
加」ボタンをクリックします。次のウィンドウが表⽰されます。
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選択した項⽬が表⽰されます。これにより、特に表⽰期間を⻑く選択した場合に、データの読み込み時間が⻑く
なる可能性があります。データが1分ごとにログに記録され、5分近似が選択されている場合、5分ごとに1つの近
似値のみが表⽰されます。

-追加の軸範囲を有効にする‒追加の軸範囲は、

-アイテム‒「+」ボタンを使⽤してグラフにアイテムを追加します。最⼤4つのアイテムを追加できます。

-近似タイプ‒近似が無効になっている場合、ログに記録されるすべての値

-⼿動軸範囲‒選択したアイテムに固定軸範囲を設定すると便利な場合があります。

[監視]ページの初期データがすばやく読み込まれるように、表⽰期間をできるだけ短くします。後で別の表⽰
期間を選択することができます。

アイテムリストと2番⽬のディメンションの2番⽬の範囲。

-表⽰期間‒1⽇から1年まで選択できます。を設定することをお勧めします

これはグラフにわずかに影響しますが、ロード時間を⼤幅に短縮します。以下は2つのグラフです。最初のグラ
フは概算なし、2番⽬のグラフは5分です。概算：

追加されたアイテムの異なる次元。最初に設定された軸範囲は、最初の次元を参照します

15ページTCモニターR2.2‒2019年7⽉
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3.3.2。データダッシュボード

次の情報を⼊⼒する必要があります。

-インデックス‒このインデックスは、ダッシュボードリストを整理するためにのみ使⽤されます。

-更新期間‒これはデータが更新される期間です。

データダッシュボードは、監視対象アイテムの最新の値/状態を表⽰するために使⽤されます。各ダッシュボードには、異な
るコントローラーからのアイテムが含まれる場合があります。これらのダッシュボードは、データベースに最後に保存された
値で定期的に更新されます。データダッシュボードを作成するには、「新しいダッシュボードの追加」ボタンをクリックしま
す。次のウィンドウが表⽰されます。

-��名前;

-ダッシュボード‒データ;

-フォントサイズ‒アイテムの説明と測定値のフォントサイズを変更します。
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-アイテム‒「+」ボタンを使⽤してグラフにアイテムを追加します。ドラッグアンドドロップを使⽤してアイテムを並べ替えます

データダッシュボードのもう1つの便利な機能は、コントローラーのリレー出⼒を制御することです。これは、アイテム（リレー出⼒）をクリックす

ることで実⾏できます。コマンドが「保留中」のステータスにあることを⽰す表⽰が表⽰されます。コマンドを実⾏すると、リレーの状態が変化し

ます。コントローラがサーバーモードの場合、コマンドは通常1秒以内に実⾏されます。クライアントモードのコントローラの場合、コマンドは、コ

ントローラからTCモニタへの次のHTTPセッションが確⽴されたときに送信されます。

リスト。

ライブデータダッシュボードに表⽰されるデータは、サーバーモードで動作するコントローラーから直接取得されます。��TC��Monitorは、1秒

に1回新しいデータを要求し、ライブデータダッシュボードを更新します。受信した値はデータベースに記録されません。

重要！リレーが⼿動またはHTTPによって制御されるように設定されていることを確認してください。設定されていない場合、コマンドを送信でき

ません。

TCW241、TCW220、TCW210-TH、およびTCG120は、測定項⽬のアラーム状態を報告できます。

次の例は、8つのアイテムを含むデータダッシュボードを⽰しています。コントローラがこのパラメータがアラーム状態にあるという情報を送信す

るため、「空気圧」項⽬は⾚でマークされています。

3.3.3。ライブデータダッシュボード
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3.3.4。ダッシュボードグループ

3.4。モニタリングページ

-インデックス‒このインデックスは、表⽰順序を決定するために使⽤されます。インデックス1のグループは

-��名前;

現れる：

次の情報を⼊⼒する必要があります。

-ダッシュボード‒「+」ボタンをクリックしてダッシュボードをグループに追加します。追加されたダッシュボードは、ドラッグアンド
ドロップを使⽤して並べ替えることができます。データまたは⼤きなグラフィックダッシュボードは、監視ページの⾏幅全体を
占めることに注意してください。中型および⼩型のグラフィックダッシュボードは、それぞれページ幅の1/2および1/3を占めま
す。したがって、2つの中型ダッシュボードを次 に々追加すると、それらは⾏全体を占めます。

ダッシュボードグループは、監視ページでのダッシュボードの表⽰順序を決定するために使⽤されます。通常、グループは特定の属
性（場所、機能など）に基づいています。グループには、さまざまなコントローラーからのアイテムを含むダッシュボードが含まれる場
合があります。新しいグループを追加するには、[ダッシュボード]->��[グループ]に移動し、[新しいグループの追加]ボタンをクリックし
ます。次の画⾯は

ダッシュボードグループは、左側の垂直メニューに⼀覧表⽰されます。グループの1つをクリックすると、このグループのコンテンツが⼀覧
表⽰され、対応するダッシュボードが読み込まれます。

ユーザーログイン後に監視ページに表⽰されます。

コントローラー、ダッシュボード、およびグループが正しく作成されている場合、監視ページは次の例のようになります。
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-アラートテーブルを表⽰します。

左側の垂直メニューからグラフィックダッシュボードをクリックすると、「プレビュー」オプションが表⽰されます。��「プレビュー」をクリックすると、選択

したグラフィックダッシュボードが別の⼤きなウィンドウに表⽰され、カスタム表⽰期間を選択できます。

-サーバーのステータスを表⽰します。

-コントローラーステータス‒コントローラーのネットワークステータスを表⽰します。

監視ページの右側には、次のモジュールがあります。

-デバイスアクセスログを表⽰します。

-デバイスの表⽰（メニュー）;

-特定のダッシュボードグループを表⽰します。

TC��Monitorを使⽤すると、個 の々ユーザーの権利を特定の機能に制限できます。グループ「Admin」のユーザーのみが、コントローラーの追加、アイテムの

名前変更、ダッシュボードの作成、ダッシュボードグループの作成、新しいユーザーの追加などを⾏うことができます。

-ビューコントローラ;

グループ「ユーザー」にユーザーを追加すると、次の権限を付与または拒否できます。

-コマンドを実⾏します。

-ユーザーアクティビティ‒最新のユーザーアクティビティを表⽰します。

-グラフィックダッシュボードを表⽰します。

-アイテムを表⽰します。

-コマンドログを表⽰します。

-サーバー監視‒サーバーのステータス、コントローラーのステータス、および使⽤済みアイテムの数を表⽰します。

-最新のアラート‒ログに記録されたアイテムの最新のアラームを表⽰します。

-ユーザーアクセスログを表⽰します。

3.5。ユーザーアクセス権
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4.データベースのメンテナンス

3.6。レポート

4.4。アイテムデータのエクスポート

3.6.1。最新データ

3.6.2。ファイルのエクスポート

4.1。データベースのバックアップ

4.3。⾃動バックアップを作成する

4.2。データベースの復元

ログに記録されたデータは、.csv形式でエクスポートできます。これを⾏うには、[レポート]->��[ファイルのエクスポート]に移動し、[アイテムデータのエクスポート]ボタ

ンをクリックします。名前、アイテム、期間を選択し、「保存」をクリックします。エクスポートファイルが作成されます。エクスポートファイルを強調表⽰し、「ダウンロー

ド」ボタンをクリックして、エクスポートされたファイルをローカルコンピューターに保存します。

1.[メンテナンス]->[データベース]->[バックアップ]に移動します。

4.[OK]ボタンをクリックします

2.ファイル名と場所を選択します。

データがデータベースファイルに復元され、確認メッセージが表⽰されます。新しいデータベースが作成された場合は、[設定]->��[サービス設定]に移動して、新しいデータベ

ースを選択します。

2.バックアップファイルを選択します。

重要！エクスポートされたファイルは、ファイルの作成に使⽤されたのと同じデータベースにのみ後でインポートできます。その間に⼀部のアイテムが削除された場合、インポ

ートはできなくなります。

データベースバックアップを作成するには、以下の⼿順に従います。

3.データベースファイルの名前とパスを選択します。

バックアップファイルからデータベースを復元するには、次の⼿順に従います。

この機能は、特定の期間のデータのみをエクスポートする場合に使⽤されます。メンテナンスに移動-

データベースのメンテナンスは、TCモニターの適切な操作にとって重要です。��TC��Monitor制御ツールを使⽤すると、バックアップを作成したり、バックアップファイルからデー

タベースを復元したり、⾃動バックアップを構成したりできます。

1.[メンテナンス]->[データベース]->[復元]に移動します。

このページには、データベース内の最新のレコードのリストが表⽰されます。レコードは、コントローラー、アイテム、および期間でフィルター処理できます。

3.[保存]ボタンをクリックします。

>アイテムデータ->エクスポートして、エクスポート期間を選択します。��「エクスポート」ボタンをクリックして、ファイル名を記⼊してください。拡張⼦が.sqlのファイルが

作成されます。

拡張⼦が.fbkのバックアップファイルが作成されます。

⾃動バックアップを有効にするには、[メンテナンス]->[データベース]->[⾃動バックアップの構成]に移動します。⾃動バックアップを開始するバックアップディレクトリ、⽇時

を選択します。
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4.5。アイテムデータのインポート

4.6。アイテムデータを削除する

アイテムデータをインポートするには、[メンテナンス]->[アイテムデータ]->[インポート]に移動し、インポートするファイル（.sql拡張⼦）を選択して、[イ

ンポート]ボタンをクリックします。

古いアイテムのデータが不要になった場合は、定期的に削除することをお勧めします。これにより、ダッシュボードの読み込み時間が短縮されます。アイテ

ムデータを削除するには、[メンテナンス]->[アイテムデータ]->[削除]に移動して、⽇付を選択します。��「実⾏」ボタンをクリックすると、選択した⽇付まで

のすべてのデータがデータベースから消去されます。
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付録A

3 TCG120はHTTPPOST要求を送信して、「setr1=1」コマンドの受信を確認します。

6

2
1

SERVERはHTTP応答メッセージを返します。これには、メッセージ本⽂に「setr1=1」コマンドが短いテキストとし
て含まれています。

TCG120は、XMLデータを含むHTTPPOSTリクエストをリモートサーバーに送信します。

5 TCG120は、プッシュ期間タイマーに関連して次のHTTPPOSTリクエストをサーバーに送信します。サーバーは
「setFIN」で応答します-保留中のコマンドはなく、セッションを閉じることができます。

TCG120��（クライアントモード）とTCモニター間の⼀般的なHTTPセッションを以下に⽰します。

4 SERVERは、メッセージ本⽂に「setFIN」を含むHTTP応答を送信します。これは、保留中のコマンドがなく、セッショ
ンを閉じることができることを⽰しています。
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